
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽中だより 令和７年度 
羽幌町立羽幌中学校 令和７年１１月６日号 

自らの意思で行動を起こし 自他の未来に向けて学ぶ羽中生 主体性 思考力 協調性 

校長通信(文責：西山智章) 

「もっと勉強しておけばよかった！」って後悔する人はいても 
「もっとゲームしておけばよかった！」とか 
「もっとYouTube見ておけばよかった！」って後悔する人はいないから 

おもて面は生徒の皆さんへ 

私は以前、この紙面にて、「私たちは、〝テストのため

の勉強・高校入試のための勉強〟という意識から、そろそ

ろ脱却しなければならない」ということを発信しました。

これは、決して「テストや入試のための勉強は不要」とい

うことではありません。むしろ、「テストや入試のための

勉強に向かうことすらできないと、未来を生きること、つ

まり、人生を築く準備が難しくなる」という考えです。 

３年生は、いま放課後学習会を始めました。中学校には

よくある光景です。文化祭が終わり、三者面談（受検校の

決定）の時期になると、３年生は勉強に高い意欲で向かう

雰囲気になるものです。先生方は心から応援しています。

時間のある時には別学年の先生方もヘルプしています。 

「勉強に対するこの意欲が１年生からだったら…」 

そう悔やんでいる３年生、少なからずいることだと思い

ますが、いかがですか？そんなことないですか？ 

上の表では、10代の後悔の第１位が「もっと勉強して

おけばよかった」という事実。ここの10代は中学生とは

限らず、高校生や高校卒業後の10代も含まれるかもしれ

ませんが、少なからず学生真っ只中にでも、後悔している

人がいるという事実。 

 ３年生に限らず、１・２年生の皆さんはどうですか？後

悔している人はいませんか？その時から勉強していたら、

今のあなたは何ができるようになっているでしょう？ 

 １・２年生の皆さん、今から動きましょう。 

３年生も、まだ間に合います。でも今しかない！ 

 中学生は、学習内容を覚えたり、身に付けたりすること

を「目標」としながら、勉強を〝習慣〟にすること、つま

り、生活の一部にすることが『目的』です。勉強は一生必

要です。一生です。希望する高校に入学しても、夢にして

いる職業に就いても、です。勉強に取り組むことで、あな

たには豊かな人生を築くことができるのです。 

 

特筆すべきは、60･70代の「勉強したかったのに」と

いう回答。特に女性。時代を調べてみてください。現代は

いかに環境が整っているか。男女の差もなく、デジタルも

使えるし…。こういうことも勉強するといいですね。 

・・ 

「勉強が面白くなる瞬間」より ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ社 

まずは、下の表をじっくりとご覧ください。あなたは、何を思いますか？ 

・・・・・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場体験学習 
仕事を学ぶ 地域を学ぶ 

社会を学ぶ 
２年生 

総合的な学習の時間 

【羽幌町】 

認定こども園まき 

藤幼稚園 

羽幌小学校 

武田車両 

ダイマル乳品 

サンセットプラザ 

道立羽幌病院 

 

【留萌市】 

堀口組 

陸上自衛隊留萌駐屯地 

留萌海上保安部 

北海道銀行留萌支店  

１０月２２日、２年

生の総合的な学習の

時間において、職場体

験学習を行いました。

今年度も、町内はもと

より留萌市を含めた

様々な事業所の皆様

に温かいご協力をい

ただきました。 

子どもたちは、職業

観を育むと同時に、地

域の経済や人々の暮

らしを支えることの

大切さを学ぶことが

できました。関係の皆

様には学校では味わ

えない貴重な体験を

させていただき、心よ

り感謝申し上げます。 羽幌町：ダイマル乳品にて 

部活動地域展開 ご理解・ご協力を 
本校の部活動は、一

部の種目において地域

の方々からご指導をい

ただけるようになって

います。これによって、

教職員の負担軽減がな

され、授業の準備や子

どもたちへの指導のた

めに充てることができ

ようになっています。

また、専門的な経験や

指導スキルの高い指導

者に教わることで、子

どもたちのパフォーマ

ンス向上が図られ成果

が表れています。 

 

右上図「連携」の種目

は、日常の活動を地域

で行っていただき、中

体連への参加・引率を

学校が行うという形を

意味します。現在は「学

校→連携」、「連携→地

域」に検討中の種目が

増えつつあります。 

また、急激な少子化

によってチーム編成に

困難がある種目は、近

隣町村との合同活動を

要するため、今は自治

体レベルの連携も視野

に入れて動き出そうと

しているところです。 

これからは地域の子

どもたちの活動を地域

の手で支えていくこと

がスタンダードになり

そうです。今はその土

軟式野球 

バスケットボール 

陸上競技 

剣道 

柔道 

スキー 

サッカー 

バレーボール 

卓球 

吹奏楽 

 専門性の高い指導が可能に 

        合同するには部の設置が必要 合同するには部は不要 

日常の指導     地域         地域         教員     

学校の部活     無          有          有      

中体連引率     地域         教員         教員     

※中体連出場の条件 

羽幌中学校の部活動地域展開の状況 ダンスやラグビ
ー、ピアノや太
鼓に取り組んで
いる生徒もいま
すが、本校の部
活動は中体連及
びコンクールの
種目を対象とし
ています。 

台を築いていかなければ

ならない時期にきていま

す。今後もご家庭をはじ

め、地域の皆様のご理解

とご協力を賜りますよ

う、よろしくお願いいた

します。 

地 域 連 携 学 校 

スポーツ庁は、急激な少子化が進む中でも、
将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に
継続して親しむ機会を確保するため、令和５年
度から令和７年度までの３年間を「改革推進期
間」として、地域の実情に応じて可能な限り早
期の実現を目指すべく、地域連携や地域クラブ
活動への移行を推進してきました。さらに、実
行会議において、今後の改革の方向性として、
令和８年度から令和13年度までの６年間を「改
革実行期間」と位置付け、原則全ての公立中学
校の休日の学校部活動は「地域展開」の実現を
目指すことなどが示され、より一層の改革を推
進していくこととしています。 

１１月の校長室前掲示板 

令和９年度から、全日本中体連でいくつかの種
目が廃止されることに伴い、北海道中体連は以下
の種目を中体連としてではなく、各競技団体に開
催を委ねることにしました。 
◆水泳 ◆ハンドボール ◆体操競技 

 ◆新体操 ◆相撲 ◆スケート 
 ◆アイスホッケー ◆スキー（R11まで開催） 

このような情報
は「文科省」「ス
ポーツ庁」「中体
連」などのHPで
確認することが
できます。 


